〔資 料〕人見東明自筆短冊二種 --影印・翻刻・解題-- by 齋藤 彰 et al.
影
印
（１）
学
苑
近
代
文
化
研
究
所
紀
要
第
八
八
七
号
（
一
）～（
四
）（
二
〇
一
四
九
）
T
w
o
V
a
ria
b
les
o
f
T
a
n
k
a
S
trip
s
b
y
T
o
m
ei
H
ito
m
i:
T
h
eir
Im
a
g
es,
R
ep
rin
ts,
a
n
d
a
C
o
m
m
en
ta
ry
A
k
ira
S
a
ito
A
b
stra
ct
T
w
o
ex
ta
n
t
lo
n
g
strip
s
o
f
p
a
p
er,
A
a
n
d
B
,
ea
ch
o
f
w
h
ich
b
ea
r
a
sim
ila
r
ta
n
k
a
p
o
em
b
y
T
o
m
ei
H
ito
m
i（
w
h
o
fo
u
n
d
ed
S
h
o
w
a
W
o
m
en
・s
U
n
iv
ersity
in
1920）,
a
re
in
tro
d
u
ced
.
R
esea
rch
in
to
th
e
p
o
et・s
b
a
ck
g
ro
u
n
d
,
a
n
a
lo
g
o
u
s
ex
p
ressio
n
s
fo
u
n
d
in
h
is
o
th
er
w
o
rk
s
p
u
b
lish
ed
d
u
rin
g
th
e
M
eiji
a
n
d
T
a
ish
o
P
erio
d
s,
h
a
n
d
w
ritin
g
a
n
a
ly
ses
o
f
th
e
tw
o
strip
s,
a
n
d
th
e
n
a
m
e
o
f
a
lectu
re
co
u
rse
sta
m
p
ed
o
n
th
e
rev
erse
sid
e
o
f
strip
A
,
rev
ea
l
th
a
t
th
e
v
erse
w
ritten
o
n
strip
A
w
a
s
crea
ted
in
19
16.
T
h
e
a
u
th
o
r
n
o
tes
a
v
ita
l
d
istin
ctio
n
b
etw
een
th
e
tw
o
v
erses.
In
A
,
H
ito
m
i
u
ses
w
a
re-w
a
（
I
m
y
self）.
H
e
u
ses
k
ok
oro
（
m
in
d
）
in
B
.
T
h
e
a
u
th
o
r
su
rm
ises
th
a
t
th
e
・k
ok
oro・
v
ersio
n
w
a
s
w
ritten
a
few
y
ea
rs
la
ter
th
a
n
・w
a
re-w
a
・
v
ersio
n
,
a
n
d
sp
ecu
la
tes
th
a
t
th
e
p
o
et・s
in
itia
l
ex
u
b
era
n
t
sp
irit
h
a
s
ca
lm
ed
d
o
w
n
,
a
n
d
th
a
t
in
sh
iftin
g
to
k
ok
oro
h
e
is
em
p
h
a
sizin
g
th
e
lo
n
elin
ess
h
e
th
en
felt.
K
ey
w
ord
s:
a
u
tog
ra
p
h
ta
n
k
a
p
oem
（
直
筆
短
歌
），
T
om
ei
H
itom
i （
人
見
東
明
），
d
ifferen
ces
of
th
e
tex
t （
本
文
異
同
）
短
冊
Ａ
（
表
）
短
冊
Ａ
（
裏
）
人
見
東
明
自
筆
短
冊
二
種

影
印
翻
刻
解
題

齋
藤
彰
〔
資
料
〕
翻
刻
解
題
短
冊
Ａ
は
、
平
井
聖
昭
和
女
子
大
学
前
学
長
蔵
昭
和
女
子
大
学
光
葉
同
窓
会
（
東
明
記
念
室
）
寄
託
人
見
東
明
自
筆
短
冊
で
あ
る
。
縦
三
六
二
糎
、
横
六
一
糎
。
鳥
の
子
紙
。
金
砂
子
。
金
茶
の
縁
。
歌
題
は
無
記
で
上
部
空
白
。
一
首
二
行
書
。
自
筆
。
下
中
央
に
「
東
明
」
の
自
筆
署
名
。
東
明
記
念
室
陳
列
棚
左
上
に
赤
房
つ
き
の
短
冊
掛
け
に
掛
け
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
創
立
八
十
周
年
記
念
出
版
近
代
文
学
研
究
叢
書
別
巻
人
見
東
明
』
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
平
成
一
二
年
一
〇
月
七
日
）
の
、
「
大
日
本
和
歌
講
習
会
」
の
項
目
（
執
筆
佐
々
木
満
子
。
特
に
一
九
一
頁
～
一
九
六
頁
）
を
手
掛
か
り
に
検
証
す
る
と
、
同
会
は
人
見
東
明
主
催
の
歌
学
研
究
会
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
学
期
開
講
と
会
員
募
集
の
一
面
広
告
が
「
科
学
と
文
芸
」
大
正
五
年
八
月
号
、
九
月
号
（
大
正
五
年
八
月
一
日
、
同
年
九
月
一
日
、
同
誌
は
同
年
一
一
月
号
よ
り
「
近
代
思
潮
」
と
改
題
）、
更
に
「
近
代
思
潮
」
大
正
五
年
一
一
月
号
、
大
正
六
年
一
月
号
（
大
正
五
年
一
一
月
一
日
、
大
正
六
年
一
月
一
日
）
の
四
回
、
裏
表
紙
も
し
く
は
巻
末
に
確
認
で
き
る
。
和
歌
概
論
他
十
七
科
目
の
講
習
、
会
員
の
詩
歌
の
無
料
添
削
、
十
か
月
卒
業
を
謳
い
、
詩
歌
学
の
組
織
的
基
礎
的
研
究
を
意
図
し
、
「
新
入
会
者
諸
氏
」
に
は
「
名
家
揮
毫
の
短
冊
第
一
流
画
家
揮
毫
の
半
折
及
び
万
年
筆
を
無
料
に
て
進
呈
す
」
と
あ
る
。
（２）
短
冊
Ｂ
（
表
）
短
冊
Ａ
（
表
）
草
の
息
木
の
息
森
の
息
き
ゝ
て
わ
れ
は
静
か
に
生
き
て
行
か
ま
し
東
明
（
毛
筆
自
筆
）
短
冊
Ａ
（
裏
）
根
岸
派
歌
人
人
見
東
明
（
毛
筆
別
筆
）
人
見
東
明
先
生
揮
毫
（
万
年
筆
）

大
日
本
和
歌
講
習
會
（
丸
型
朱
印
）
短
冊
Ｂ
（
表
）
草
の
息
木
の
息
森
の
息
き
ゝ
て
こ
こ
ろ
静
か
に
生
き
て
行
か
ま
し
東
明
（
毛
筆
自
筆
）
短
冊
Ａ
（
裏
）（
下
部
）
短
冊
Ａ
裏
面
の
「
人
見
東
明
先
生
揮
毫
」
（
万
年
筆
）
「

大
日
本
和
歌
講
習
會
」
（
丸
型
朱
印
）
は
、
同
会
が
新
入
会
員
に
進
呈
し
た
短
冊
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
大
日
本
和
歌
講
習
会
」
の
講
義
内
容
は
、
高
橋
良
雄
「
文
壇
活
動
晩
期
の
人
見
東
明
（
二
）（
三
）」
（
「
学
苑
」
七
〇
七
号
、
七
一
四
号
平
成
一
一
年
三
月
一
日
、
同
年
一
一
月
一
日
）
に
詳
し
い
。
講
義
テ
キ
ス
ト
は
「
最
新
和
歌
講
義
録
」
（
編
集
兼
発
行
者
村
上
緑
（
人
見
東
明
夫
人
）
発
行
所
大
日
本
和
歌
講
習
会
第
一
号
大
正
五
年
九
月
二
八
日
、
第
二
号
同
年
一
〇
月
三
〇
日
、
二
号
と
三
号
の
再
版
大
正
六
年
六
月
一
〇
日
、
六
号
（
再
版
）
同
年
九
月
一
日
）
と
し
て
継
続
刊
行
さ
れ
た
。
人
見
東
明
の
短
歌
は
現
在
、
八
六
首
が
確
認
で
き
る
。
（
前
記
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
別
巻
』
「
著
作
年
表
」
に
追
加
さ
れ
た
一
九
首
の
初
出
を
確
認
注
１
し
、
こ
れ
と
『
人
見
東
明
全
集
』
第
二
巻
、
第
三
巻
（
昭
和
女
子
大
学
光
葉
同
窓
会
昭
和
五
五
年
四
月
一
日
、
同
年
五
月
一
日
）
収
載
歌
六
七
首
を
照
合
し
て
算
出
。）
初
例
は
「
白
百
合
」
（
明
治
三
七
年
四
月
一
日
）
二
〇
四
頁
～
五
頁
に
載
る
「
純
文
社
詩
稿
」
と
題
す
る
三
首
「
つ
め
た
く
ば
つ
め
た
か
ら
め
や
石
に
似
て
永
久
と
は
な
る
闇
の
殿
内
と
ぬ
ち
に
い
ね
む
」
「
墨
ひ
き
て
さ
き
て
悶
え
の
け
ぬ
べ
き
や
も
ゆ
る
心
の
影
と
め
し
う
た
」「
御
旨
な
に
、
と
思
へ
ど
も
弱
き
子
の
涙
な
が
ら
に
神
お
ろ
が
み
し
」
と
、「
明
星
」
辰
年
第
四
号
（
明
治
三
七
年
四
月
一
日
）
七
八
、
八
〇
頁
に
載
る
「
う
た
た
寝
」
と
題
す
る
二
首
「
も
ぬ
け
て
は
ま
よ
ひ
し
も
の
か
わ
が
霊
の
し
ぬ
び
泣
す
る
闇
の
か
く
り
戸
」
「
墨
ひ
き
て
裂
き
て
悶
は
消 け
ぬ
べ
き
か
か
つ
て
心
の
影
と
め
し
歌
」
の
五
首
で
あ
り
、
筆
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
東
村
生
」
「
人
見
東
村
」
で
あ
る
。
明
治
三
七
年
の
一
年
間
に
「
白
百
合
」「
明
星
」「
文
庫
」「
新
潮
」「
新
公
論
」
の
各
誌
に
四
四
首
が
載
り
、「
劇
と
詩
」
第
一
二
号
（
明
治
四
四
年
九
月
一
日
）
五
一
頁
に
載
っ
た
「
水
盤
」
と
題
す
る
三
首
を
合
せ
て
明
治
期
の
作
歌
は
四
七
首
が
知
ら
れ
る
。
高
橋
良
雄
は
「
人
見
東
明
と
和
歌
」
（「
学
苑
」
六
二
九
号
平
成
四
年
三
月
一
日
、
特
に
一
〇
頁
～
一
二
頁
）
に
、
大
正
期
の
最
初
の
作
と
し
て
「
常
磐
木
」
（
大
正
五
年
八
月
一
日
）
に
載
っ
た
「
席
上
吟
」
と
題
す
る
四
首
を
紹
介
し
て
い
る
。
席
上
吟
な
に
と
し
も
謂
れ
知
ら
な
く
太
息
し
て
わ
れ
と
わ
が
身
の
淋
し
か
り
け
り
あ
け
ぼ
の
ゝ
光
し
ら

し
の
び
入
る
山
上
の
池
の
静
か
な
る
朝
草
の
息
木
の
息
森
の
息
き
ゝ
て
わ
れ
は
静
か
に
生
き
て
ゆ
か
ま
し
と
ぼ

と
歩
め
ば
朝
と
な
り
に
け
り
さ
す
ら
ひ
の
身
の
な
が
き
こ
と
か
な
こ
の
第
三
首
と
短
冊
Ａ
が
近
似
す
る
。
第
五
句
に
「
生
き
て
行
か
ま
し
」
と
「
生
き
て
ゆ
か
ま
し
」
の
表
記
の
異
同
が
あ
る
。
短
冊
Ａ
の
「
息
」
と
第
一
首
の
「
太
息
」
、
「
わ
れ
」
と
第
一
首
の
「
わ
れ
」
、
「
静
か
」
と
第
二
首
の
「
静
か
」
な
ど
の
詞
は
連
作
を
思
わ
せ
る
。
因
み
に
、
「
文
学
界
」
第
一
巻
第
二
号
（
大
正
六
年
六
月
一
日
）
冒
頭
に
載
る
「
笛
の
音
」
と
題
す
る
七
首
の
「
か
の
月
の
光
し
づ

訪
づ
る
る
夜
ご
ろ
の
森
に
入
り
て
ゆ
か
ま
し
」
（
第
一
首
）、
「
い
と
ほ
の
に
流
る
る
笛
の
音
を
き
き
て
人
の
恋
し
く
な
り
に
け
る
春
」
（
第
四
首
）、
「
更
く
る
夜
の
街
に
蛙
の
声
き
き
て
ふ
る
さ
と
恋
し
く
な
り
に
け
る
か
な
」
（
第
五
首
）
に
は
近
似
す
る
表
現
が
あ
る
。
な
お
、
短
冊
Ａ
裏
面
の
「
根
岸
派
歌
人
人
見
東
明
」
（
毛
筆
別
筆
）
は
、
「
大
日
本
和
歌
講
習
会
」
の
講
義
「
歌
聖
評
伝
」
を
担
当
し
た
島
木
赤
彦
、
「
万
葉
集
短
歌
講
義
」
を
担
当
し
た
窪
田
空
穂
な
ど
と
親
交
が
あ
っ
た
人
見
東
明
を
万
葉
調
の
根
岸
派
歌
人
と
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
繊
細
か
つ
暗
示
的
で
寂
寥
感
を
漂
わ
せ
る
歌
風
は
根
岸
派
と
は
異
な
る
。
短
冊
Ｂ
は
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
同
窓
会
（
東
明
記
念
室
）
蔵
で
、
短
冊
Ａ
と
は
別
種
の
人
見
東
明
自
筆
短
冊
で
あ
る
。
縦
三
五
五
糎
、
横
六
〇
糎
。
鳥
の
子
紙
。
金
砂
子
。
五
段
の
茶
色
横
筋
。
上
部
に
や
や
空
白
少
な
く
、
歌
題
は
無
記
。
一
首
二
行
書
。
自
筆
。
下
左
に
「
東
明
」
の
自
筆
署
名
。
裏
面
は
白
紙
。
東
明
記
念
室
陳
列
棚
に
額
装
（
縦
五
三
糎
、
横
一
三
七
糎
）
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
複
製
が
近
代
文
化
研
究
所
編
集
室
入
り
口
正
面
に
掛
け
軸
で
飾
っ
て
あ
る
。
短
冊
Ｂ
は
、
短
冊
Ａ
と
の
書
体
の
酷
似
か
ら
人
見
東
明
自
筆
と
認
め
る
。
短
冊
Ａ
の
第
四
句
「
わ
れ
は
静
か
に
」
と
短
冊
Ｂ
の
第
四
句
「
こ
こ
ろ
静
か
に
」
は
異
同
す
る
。
気
負
い
が
感
ぜ
ら
れ
る
短
冊
Ａ
に
対
し
て
、
短
冊
Ｂ
は
淡
々
と
し
た
制
御
心
が
窺
わ
れ
（３）
る
。
更
に
、
自
在
に
「
き
」
「静
」
「き
」
の
三
字
が
大
き
く
、
閑
寂
な
心
境
を
強
調
し
て
い
る
。
短
冊
の
書
式
の
違
い
歌
句
の
異
同
か
ら
、
短
冊
Ｂ
は
、
短
冊
Ａ
よ
り
数
年
後
の
成
立
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
五
年
八
月
一
日
の
短
冊
Ａ
表
に
載
る
短
歌
の
成
立
後
、
「
大
日
本
和
歌
講
習
会
」
活
動
期
を
経
て
、
大
正
九
年
、
日
本
女
子
高
等
学
院
を
設
立
し
た
頃
の
作
と
推
定
す
る
。
「
席
上
吟
」
の
第
二
首
や
第
四
首
の
詠
歌
内
容
と
、
日
本
女
子
高
等
学
院
の
「
開
講
の
詞
」
（
大
正
九
年
九
月
十
日
）
の
「
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て
ゐ
る
」
状
況
と
の
関
連
性
を
認
め
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
短
冊
Ｂ
と
近
似
す
る
「
草
の
息
木
の
息
森
の
息
き
ゝ
て
心
静
か
に
生
き
て
ゆ
か
ま
し
」
が
、「
随
想
」
と
題
し
『
人
見
東
明
全
集
』
第
三
巻
三
七
九
頁
に
載
る
。
注
1
「
常
磐
木
」（
大
正
五
年
八
月
一
日
）
の
み
、
再
掲
資
料
に
拠
っ
た
。
参
照
資
料
「
白
百
合
」
明
治
三
七
年
四
月
一
日
「
明
星
」
明
治
三
七
年
四
月
一
日
「
文
庫
」
明
治
三
七
年
六
月
一
五
日
「
新
公
論
」
明
治
三
七
年
九
月
一
五
日
、
同
年
一
〇
月
一
五
日
「
劇
と
詩
」
明
治
四
四
年
九
月
一
日
「
科
学
と
文
芸
」
大
正
五
年
八
月
号
、
九
月
号
（
大
正
五
年
八
月
一
日
、
同
年
九
月
一
日
）
広
告
「
近
代
思
潮
」
大
正
五
年
一
一
月
号
、
大
正
六
年
一
月
号
（
大
正
五
年
一
一
月
一
日
、
大
正
六
年
一
月
一
日
）
広
告
「
文
学
界
」
大
正
六
年
六
月
一
日
「
抒
情
文
学
」
大
正
九
年
九
月
一
日
『
人
見
東
明
全
集
』
第
二
巻
昭
和
女
子
大
学
光
葉
同
窓
会
昭
和
五
五
年
四
月
一
日
『
人
見
東
明
全
集
』
第
三
巻
昭
和
女
子
大
学
光
葉
同
窓
会
昭
和
五
五
年
五
月
一
日
「
人
見
東
明
と
和
歌
」
高
橋
良
雄
「
学
苑
」
六
二
九
号
平
成
四
年
三
月
一
日
「
文
壇
活
動
晩
期
の
人
見
東
明
（
一
）」
高
橋
良
雄
「
学
苑
」
七
〇
六
号
平
成
一
一
年
二
月
一
日
「
文
壇
活
動
晩
期
の
人
見
東
明
（
二
）」
高
橋
良
雄
「
学
苑
」
七
〇
七
号
平
成
一
一
年
三
月
一
日
「
文
壇
活
動
晩
期
の
人
見
東
明
（
三
）」
高
橋
良
雄
「
学
苑
」
七
一
四
号
平
成
一
一
年
一
一
月
一
日
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
別
巻
人
見
東
明
』
（
創
立
八
十
周
年
記
念
出
版
）
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
平
成
一
二
年
一
〇
月
七
日
附
記資
料
調
査
に
際
し
て
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
影
印
翻
刻
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
昭
和
女
子
大
学
前
学
長
平
井
聖
先
生
昭
和
女
子
大
学
光
葉
同
窓
会
長
横
井
千
香
子
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
資
料
調
査
に
際
し
て
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
昭
和
女
子
大
学
名
誉
教
授
杉
本
邦
子
先
生
、
昭
和
女
子
大
学
前
光
葉
同
窓
会
長
安
西
美
津
子
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
さ
い
と
う
あ
き
ら
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
近
代
文
化
研
究
所
所
長
）
（４）
